
特
別
展

「
ウ
メ
サ
オ 

タ
ダ
オ
展
」

み
ん
ぱ
く
初
代
館
長
・
梅
棹
忠
夫
の
軌
跡
を
た
ど

り
未
来
を
み
つ
め
る
特
別
企
画

日
本
の
ど
の
よ
う
な
問
題
も
、
日
本
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
、
そ
ん
な
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、
世
界
へ
の

知
的
好
奇
心
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
世
界
中
を
あ
る
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
感
動
を
記
録
し
た
、
梅
棹
忠
夫
の
生
涯

を
、
み
ん
ぱ
く
で
「
探
検
」
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
世
界
へ
の
あ
く
な
き
好
奇
心
を
お
持
ち
帰
り
く

だ
さ
い
。

会
期　

6
月
14
日
（
火
）
ま
で

会
場　

特
別
展
示
館

会
場　
国
立
民
族
学
博
物
館 

講
堂

時
間　

13
時
30
分
〜
15
時
（
13
時
開
場
）

定
員　
４
５
０
名
（
当
日
先
着
順
）

参
加
費　
無
料
（
展
示
を
ご
覧
に
な
る
方
は
、
観
覧
料
が
必
要
で
す
。）

第
3
9
7
回　

6
月
18
日（
土
）

布
・
人
・
技
、そ
し
て
環
境

講
師　
関
本
照
夫 （
国
立
民
族
学
博
物
館　

特
任
教
授
）

モ
ノ
と
人
の
関
係
、
人
と
人
の

関
係
を
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
布

作
り
か
ら
考
え
て
み
ま
す
。
モ

ノ
は「
で
き
る
」
の
か
、「
作
ら

れ
る
」の
か
、
と
い
う
疑
問
で
す
。

人
が
布
を
作
る
と
い
う
の
が
常

識
で
す
。
で
も
人
は
、
モ
ノ
や

環
境
を
自
由
に
操
る
万
能
の
存

在
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
モ
ノ
、

技
、
人
が
絡
み
合
う
環
境
か
ら

モ
ノ
も
人
も「
出
き
て
く
る
」と

見
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
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み
ん
ぱ
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

友の会

国立民族学博物館
ミュージアム・ 
ショップ

梅
棹
忠
夫
が
１
９
４
０
年
に
樺
太
に
て
イ
ヌ
ぞ
り
の
研
究
で
描

い
た
ス
ケ
ッ
チ
を
も
と
に
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。

サ
イ
ズ
は
A
６
、
A
５
、
A
４
の
３
種
類
。

『
梅
棹
忠
夫
の
こ
と
ば
』
小
長
谷
有
紀
著
は
梅
棹
忠
夫
の
書
い

た
文
章
の
中
か
ら
、
１０
の
テ
ー
マ
ご
と
に
１０
の
こ
と
ば
を
選
ん

で
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。
知
的
山
脈
を
の
ぼ
る
た

め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
し
て
、
絶
対
に
お
す
す
め
で
す
。

【
研
究
部
の
新
メ
ン
バ
ー
】

伊
藤
敦
規 

助
教
（
文
化
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
）
が

４
月
１
日
付
け
で
着
任
し
ま
し
た
。
日
本
学
術
振

興
会
特
別
研
究
員
（
P
D
）・
国
立
民
族
学
博
物
館

を
経
て
現
職
。
専
門
は
社
会
人
類
学
、
ア
メ
リ
カ

先
住
民
研
究
。
論
文
に
「
博
物
館
標
本
資
料
の
情

報
と
知
識
の
協
働
管

理
に
向
け
て
」、「
協

働
作
品
と
し
て
の

『
ホ
ピ
・
ズ
ニ
作
家
展
』

―
北
米
先
住
民
の

知
的
財
産
保
護
に
向

け
た
日
本
で
の
実
践
」

な
ど
が
あ
る
。

齋
藤
玲
子 

助
教
（
民
族
文
化
研
究
部
）
が
４
月
１

日
付
け
で
着
任
し
ま
し
た
。
北
海
道
立
北
方
民
族

博
物
館
学
芸
員
を
経
て
現
職
。
専
門
は
北
方
地
域

先
住
民
の
文
化
人
類
学
、
特
に
ア
イ
ヌ
民
族
と
北

西
海
岸
先
住
民
。
著
作
に
「
極
北
地
域
に
お
け
る

毛
皮
革
の
利
用
と
技
術
」（
北
海
道
大
学
出
版
会　

『
環
北
太
平
洋
の
環
境

と
文
化
』
所
収
）、

『
極
北
と
森
林
の
記
憶

―
イ
ヌ
イ
ッ
ト
と

北
西
海
岸
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
の
版
画
』（
共
編

／
昭
和
堂
）
な
ど
が

あ
る
。

菅
瀬
晶
子 

助
教
（
民
族
社
会
研
究
部
）
が
４
月
１

日
付
け
で
着
任
し
ま
し
た
。
日
本
女
子
大
学
ほ
か

非
常
勤
講
師
、
総
合
研
究
大
学
院
大
学
学
融
合
推

進
セ
ン
タ
ー
特
別
研
究
員
を
経
て
現
職
。
専
門
は

文
化
人
類
学
、
中
東
地
域
研
究
。
こ
と
に
東
地
中

海
ア
ラ
ブ
地
域
。
著
書

に
『
イ
ス
ラ
エ
ル
の

ア
ラ
ブ
人
キ
リ
ス
ト

教
徒
』（
渓
水
社
）、『
新

月
の
夜
も
十
字
架
は

輝
く

―
中
東
の
キ

リ
ス
ト
教
徒
』（
山
川

出
版
社
）な
ど
が
あ
る
。

友
の
会
講
演
会（
大
阪
）

会
場　
国
立
民
族
学
博
物
館　
第
５
セ
ミ
ナ
ー
室

定
員　

96
名
（
当
日
先
着
順
、
会
員
証
提
示
）

第
3
9
6
回　

6
月
4
日
（
土
）
14
時
〜
15
時

【
特
別
展「
ウ
メ
サ
オ 

タ
ダ
オ
展
」関
連
】

梅
棹
忠
夫
と
民
族
誌
写
真

講
師　
𠮷
田
憲
司
（
国
立
民
族
学
博
物
館 

教
授
）

日
本
写
真
家
協
会
会
員
で
も
あ
っ
た
梅
棹
忠
夫
先
生
は
、
民
族

学
調
査
で
の
写
真
の
活
用
に
つ
い
て
独
自
の
見
識
の
も
と
、
世

界
各
地
で
、
そ
の
地
に
暮
ら
す
人
び
と
の
姿
を
カ
メ
ラ
に
収
め

ま
し
た
。「
梅
棹
忠
夫
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
民
博
に
寄
贈
さ

れ
、
現
在
そ
の
整
理
や
情
報
化
作
業
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
企

画
展
「
民
族
学
者　

梅
棹
忠
夫
の
眼
」
の
開
催
に
あ
わ
せ
、
梅

棹
先
生
が
カ
メ
ラ
・
レ
ン
ズ
を
通
じ
て
眼
を
凝
ら
そ
う
と
し
た

世
界
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
ま
す
。

※
講
演
会
終
了
後
、
企
画
展
見
学
会
が
あ
り
ま
す
。

第
3
9
7
回　

7
月
2
日
（
土
）
14
時
〜
15
時

織
フ
ェ
ル
ト
の
敷
物
つ
く
り

―
か
れ
ら
は
な
ぜ
つ
く
り
続
け
る
の
か
？

講
師　
上
羽
陽
子
（
国
立
民
族
学
博
物
館 

助
教
）

東
京
講
演
会

第
98
回　

6
月
26
日
（
日
）
14
時
〜
15
時

梅
棹
忠
夫
先
生
の
学
問
世
界

講
師　
松
原
正
毅
（
坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
、

国
立
民
族
学
博
物
館 

名
誉
教
授
）

梅
棹
忠
夫
先
生
は
、「
幻
視
の
行
為
者
」
と
し
て
の
人
生
を
あ
ゆ

ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
あ
ゆ
み
は
、
み
ご
と
と
い
っ
て
よ
い
も
の
で

す
。
梅
棹
先
生
の
学
問
世
界
を
さ
さ
え
て
い
た
三
つ
の
要
素
は
、

持
続
力
、
越
境
力
、
発
見
力
だ
と
お
も
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

講
演
会
で
は
、
こ
の
三
つ
の
要
素
を
中
心
に
お
話
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

会
場　

東
京
都
中
小
企
業
会
館 

講
堂
（
銀
座
）

定
員　

1
3
0
名
（
要
申
込
）

「
友
の
会
」入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

6
月
末
ま
で
に
新
規
ご
入
会
の
方
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を

進
呈
し
て
い
ま
す
。
新
規
会
員
を
ご
紹
介
く
だ
さ
っ
た
会
員
の

方
に
も
お
贈
り
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

◆
企
画
展

「
民
族
学
者　
梅
棹
忠
夫
の
眼
」

梅
棹
忠
夫
が
、
世
界
各
地
で
自
身
が
撮
影
し
た
写

真
の
な
か
か
ら
自
ら
46
点
を
選
び
、
国
内
各
地
で
開

催
し
た
写
真
展
「
民
族
学
者　

梅
棹
忠
夫
の
眼
」

を
再
現
し
ま
す
。

会
期　

6
月
14
日
（
火
）
ま
で

会
場　

本
館
展
示
場
内

◆
み
ん
ぱ
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

詳
細
は
13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
み
ん
ぱ
く
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
サ
ロ
ン

み
ん
ぱ
く
名
誉
教
授
が
梅
棹
先
生
の
人
柄
や
研
究

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
詳
細
は
24
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
み
ん
ぱ
く
映
画
会
／
み
ん
ぱ
く
ワ
ー
ル
ド
シ
ネ
マ

「
海
を
飛
ぶ
夢
」

実
施
日　

5
月
28
日
（
土
）

時
間　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分　
（
開
場
13
時
）

会
場　

講
堂

定
員　

4
5
0
名

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

※
当
日
10
時
か
ら
会
場
入
口
に
て
整
理
券
配
付

お
問
い
合
わ
せ

広
報
企
画
室 

企
画
連
携
係

電
話　

0
6・
6
8
7
8・
8
2
1
0

公
開
ダ
ン
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
イ
ン
ド
刺
繍
〜
思
い
と
出
会
う
・
願
い
で
つ
な

が
る
」

イ
ン
ド
西
部
の
刺
繍
と
の
出
会
い
を
も
と
に
、ダ
ン

ス
表
現
を
創
り
、発
表
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

実
施
日　

6
月
5
日
（
日
）

時
間　

10
時
〜
16
時
30
分

場
所　

第
５
セ
ミ
ナ
ー
室
、
第
７
セ
ミ
ナ
ー
室
な
ど

※
要
申
込（
見
学
は
自
由
で
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
）

※
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に

よ
り
中
止
と
な
っ
た
企
画
を
、
日
程
と
内
容
を
変
更
し
て

開
催
す
る
も
の
で
す
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
、
早
期
の
復
興
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

特
別
展
「
ウ
メ
サ
オ 

タ
ダ
オ
展
」

関
連
商
品
の
ご
案
内

クリアファイル A６・２５０円、A５・３００円、A４・３５０円、３種セット ８００円
ポストカード （４種）各１０５円、４種セット ３８０円　※以上すべて税込
『梅棹忠夫のことば』河出書房新社

著者：梅棹忠夫　編著者：小長谷有紀　定価１，３６５円（税込）

み
ん
ぱ
く
ラ
ジ
オ  

〜
世
界
を
語
る
〜

み
ん
ぱ
く
の
研
究
者
の
お
話
を
ラ
ジ
オ
で
も

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

ラ
ジ
オ
大
阪（
1
3
1
4
k
H
z
）

毎
週
水
曜
日　

23
時
30
分
か
ら
24
時

毎
日
新
聞
夕
刊
連
載「
旅
・
い
ろ
い
ろ
地
球
人
」

み
ん
ぱ
く
の
研
究
者
の
エ
ッ
セ
イ
が
毎
週
水
曜

日
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
、
み
ん
ぱ
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
の
受
付
時
間
は
9
時
か
ら
17
時
（
土
・

日
・
祝
を
除
く
）
で
す
。

第
3
9
6
回　

5
月
21
日（
土
）

【
特
別
展「
ウ
メ
サ
オ 

タ
ダ
オ
展
」関
連
】

青
年
ウ
メ
サ
オ
タ
ダ
オ
の
学
問
形
成

講
師　
中
生
勝
美 （
桜
美
林
大
学 

教
授
）

聞
き
手　
小
長
谷
有
紀 （
国
立
民
族
学
博
物
館 

教
授
）

終
戦
間
際
の
張
家
口
に
、
伝
説

の
研
究
所
と
呼
ば
れ
た
西
北
研

究
所
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
の

研
究
所
の
半
分
以
上
の
所
員
が

著
名
な
人
類
学
・
生
態
学
の
学

者
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
発

表
で
、
若
き
日
の
ウ
メ
サ
オ
タ

ダ
オ
が
、
ポ
ナ
ペ
、
大
興
安
嶺
、

冬
の
モ
ン
ゴ
ル
草
原
縦
走
を
通

じ
て
、
ど
の
よ
う
に
学
問
形
成

を
し
た
の
か
、
1
9
9
8
年
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
ビ
デ
オ
テ
ー

プ
の
証
言
を
元
に
発
表
し
ま
す
。

■ウリヤンハイ L. テルビシ
　ウリヤンハイ T. チョローンエルデネ共編
『チベット・モンゴル対訳語彙集』
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■松本博之編
『海洋環境保全の人類学 
  ―沿岸水域利用と国際社会』
 国立民族学博物館調査報告 No.97
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